
雷
別
ド
ン
グ
リ
倶
楽
部
開
催

初
回
間
伐
実
施
前
の
カ
ラ
マ
ツ
林
、
ア

り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
集
い

2
0
1
5

」
が
開

カ
エ
ゾ
マ
ツ
林
と
い
え
ば
、
枝
が
無
数
に

催
さ
れ
、
釧
路
湿
原
森
林
ふ
れ
あ
い
推
進

月
７
日
（
水
）、
第
４
回

雷
別
ド
ン

あ
り
、
槍
ぶ
す
ま
の
よ
う
で
、
林
内
を
歩

セ
ン
タ
ー
も
参
加
し
ま
し
た
。

10
グ
リ
倶
楽
部
を
開
催
し
ま
し
た
。

く
の
も
容
易
で
な
く
、
周
囲
へ
の
注
意
を

「
え
っ
野
幌
？
」
と
思
っ
た
方
も
い
ら

今
回
の
活
動
は
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
フ
ォ
レ

怠
る
と
、
枝
で
目
を
突
く
等
の
ケ
ガ
を
す

っ
し
ゃ
る
の
で
は
。

ス
ト
で
「
枝
打
ち
」
作
業
。

る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

そ
う
で
す
昨
年
ま
で
は
、
道
庁
赤
れ
ん

「
枝
打
ち
」
と
い
え
ば
、
節
の
無
い
価

そ
ん
な
作
業
環
境
な
の
で
、
参
加
し
た

が
前
庭
で
行
な
わ
れ
て
い
た
イ
ベ
ン
ト
で

値
の
高
い
木
材
の
生
産
を
目
的
に
、
枝
打

皆
さ
ん
に
は
、
目
を
保
護
す
る
た
め
の
ゴ

す
。

ち
用
の
ナ
タ
や
ノ
コ
ギ
リ
、
自
動
枝
打
ち

ー
グ
ル
を
着
装
し
て
も
ら
い
、
ノ
コ
ギ
リ

当
セ
ン
タ
ー
は
、
森
づ
く
り
エ
リ
ア
（
登

機
械
（
エ
ン
ジ
ン
の
力
で
木
を
登
り
自
動

を
使
用
し
て
、
枝
打
ち
作
業
を
行
な
っ
て

満
別
の
森
林
）
で
行
な
わ
れ
た
森
林
ガ
イ

的
に
枝
打
ち
を
す
る
）
を
使
い
植
栽
木
の

も
ら
い
ま
し
た
。

ド
ツ
ア
ー
の
案
内
人
を
務
め
、
約
１
時
間

下
枝
（
枯
枝
と
生
枝
の
一
部
）
を
切
り
取

ノ
コ
ギ
リ
片
手
に
、
枝
を
相
手
に
奮
闘

の
散
策
コ
ー
ス
で
、
樹
木
・
野
草
等
の
解

る
作
業
で
す
が
、
病
害
虫
や
火
災
の
防
除
、

し
た
結
果
、
枝
を
気
に
せ
ず
林
内
を
歩
け

説
を
行
な
い
、
ツ
ア
ー
に
参
加
し
た
み
な

通
風
の
確
保
、
林
内
の
作
業
性
向
上
と
い

る
、
す
っ
き
り
し
た
林
に
な
り
ま
し
た
。

さ
ん
に
、
秋
の
森
林
を
楽
し
ん
で
も
ら
い

っ
た
効
果
も
期
待
で
き
ま
す
。

作
業
終
了
後
は
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
フ
ォ
レ

ま
し
た
。

作
業
を
行
っ
た
の
は
、
前
回
（
第
３
回

ス
ト
に
そ
び
え
立
つ
望
楼
に
移
動
、
秋
の

雷
別
ド
ン
グ
リ
倶
楽
部

平
成

年
９
月

森
林
の
展
望
を
楽
し
み
ま
し
た
。

27

日
実
施
）
の
キ
ノ
コ
の
観
察
会
で
、
ハ

16ナ
イ
グ
チ
（
ラ
ク
ヨ
ウ
）
を
観
察
し
た
場

所
、
つ
ま
り
カ
ラ
マ
ツ
林
（
植
林
し
て
10

年
く
ら
い
）
で
す
。

道
民
森
づ
く
り

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
集
い

月

日
（
日
）、
札
幌
市
、
江
別
市
、

10

18

北
広
島
市
に
ま
た
が
る
野
幌
森
林
公
園
を

会
場
に
、
森
林
の
営
み
を
楽
し
く
親
し
み

今
回
、
会
場
と
な
っ
た
野
幌
森
林
公
園

や
す
く
伝
え
る
イ
ベ
ン
ト
「
道
民
森
づ
く

は
、
釧
路
か
ら
列
車
で
札
幌
に
向
か
う
と
、

ノコギリで「枝打ち」作業実施中

「この木は・・・」と、ホオノキを前に解説中

「望楼」 高さ24.4mあります
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新
札
幌
駅
の
手
前
付
近
か
ら
右
側
に
見
え

し
た
。
（
技
術
の
伝
承
で
苦
労
し
て
い
ま

こ
れ
ら
を
教
材
に
、
動
物
と
森
林
・
林

て
く
る
森
林
で
、
道
立
自
然
公
園
に
な
っ

せ
ん
か
。
是
非
、
見
習
い
た
い
も
の
で
す

業
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
説
明
で
す
。

て
お
り
、
北
海
道
百
年
記
念
塔
や
北
海
道

ね
。）

主
役
と
な
っ
た
の
が
、
捕
え
た
エ
ゾ
ヤ

開
拓
の
村
等
の
施
設
も
こ
の
公
園
の
中
に

チ
ネ
ズ
ミ
と
エ
ゾ
ア
カ
ネ
ズ
ミ
。

あ
り
ま
す
。

エ
ゾ
ヤ
チ
ネ
ズ
ミ
は
、
植
林
し
た
木
を

こ
の
広
い
公
園
の
約
８
割
（
面
積
で
）

食
べ
て
し
ま
い
林
業
被
害
を
も
た
ら
し
ま

が
国
有
林
な
ん
で
す
よ
。
（
ご
存
じ
で
し

す
。
皆
の
植
え
た
カ
ラ
マ
ツ
の
中
に
、
枯

た
か
？
）

れ
た
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
ネ
ズ
ミ

国
有
林
は
、
す
べ
て
山
の
中
と
思
っ
て

に
食
べ
ら
れ
た
の
が
主
な
原
因
で
す
。

い
ま
せ
ん
か
。

エ
ゾ
ア
カ
ネ
ズ
ミ
は
、
ド
ン
グ
リ
を
食

野
幌
森
林
公
園
の
よ
う
に
、
都
市
の
近

べ
ま
す
が
、
地
中
に
貯
蔵
す
る
習
性
が
あ

郊
に
も
国
有
林
は
あ
る
ん
で
す
よ
。

り
、
食
べ
忘
れ
た
ド
ン
グ
リ
は
、
条
件
が

車
窓
か
ら
は
、
大
き
な
緑
の
塊
り
に
見

良
け
れ
ば
発
芽
し
ま
す
。
等
の
話
を
す
る

え
る
野
幌
の
森
林
で
す
が
、
平
成

年
に

と
、「
こ
の
ネ
ズ
ミ
見
た
こ
と
あ
る
。」「
リ

16

台
風
に
よ
り
大
き
な
被
害
が
あ
り
、
被
害

ス
と
お
な
じ
だ
。」
と
声
が
上
が
り
ま
す
。

跡
地
を
再
生
さ
せ
る
「
野
幌
森
林
再
生
プ

子
ど
も
達
は
動
物
に
興
味
が
あ
り
、
ま

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
石
狩
地
域
森
林
ふ
れ
あ

た
、
詳
し
い
よ
う
で
す
。

い
推
進
セ
ン
タ
ー
に
よ
り
実
施
さ
れ
て
い

ネ
ズ
ミ
、
タ
ヌ
キ
、
キ
ツ
ネ
等
の
話
で

ま
す
。

盛
り
上
が
り
「
皆
で
手
入
れ
を
し
て
、
動

物
の
住
め
る
学
校
林
に
し
ま
し
ょ
う
。
」

秋
の
学
校
林
活
動

と
言
っ
た
と
こ
ろ
で
、
ち
ょ
う
ど
時
間
と

な
り
ま
し
た
。

月

日
（
金
）
、
標
茶
町
立
中
茶
安

こ
こ
か
ら
が
、
当
セ
ン
タ
ー
の
出
番
と

10

23

別
小
中
学
校
の
学
校
林
「
る
ん
る
ん
フ
ォ
レ

な
り
ま
す
。

今
後
の
予
定

ス
ト
」で
「
秋
の
学
校
林
活
動
」
が
行
わ
れ
、

本
日
の
お
題
は
、
「
学
校
林
に
住
む
動

当
セ
ン
タ
ー
も
参
加
し
ま
し
た
。

物
た
ち
」。

と
い
っ
て
も
動
物
が
子
ど
も

＊

月

日
（
金
）

11

20

こ
の
日
、標
茶
町
の
最
低
気
温
は
マ
イ
ナ

達
の
前
に
現
れ
る
わ
け
も
な
い
の
で
、
当

釧
路
湿
原
自
然
再
生
協
議
会

ス
７
度
。
冬
を
目
前
に
し
て
、
今
回
の
活
動

セ
ン
タ
ー
の
持
つ
、
科
学
力
を
動
員
し
て

第

回

森
林
再
生
小
委
員
会

15

は
、学
校
林
の
「
冬
囲
い
」
。

準
備
を
し
ま
し
た
。

昨
年
は
、
吹
雪
や
湿
雪
で
被
害
が
発
生

科
学
力
と
は
？

自
動
撮
影
カ
メ
ラ
の

＊

月
５
日
（
土
）

12

し
て
い
る
の
で
、
備
え
は
大
切
で
す
ね
。

こ
と
。

釧
路
市
こ
ど
も
遊
学
館

こ
の
作
業
の
ほ
と
ん
ど
を
、
子
ど
も
達

こ
れ
を
使
え
ば
、
た
く
さ
ん
の
動
物
を

親
子
木
工
教
室

だ
け
で
行
っ
て
い
き
ま
す
。

映
せ
る
と
期
待
し
て
い
た
の
で
す
が
、
写

様
子
を
見
て
い
る
と
、
上
級
生
が
下
級

っ
て
い
た
の
は
、
タ
ヌ
キ
と
ネ
ズ
ミ
だ
け

＊
管
内
の
自
然
情
報
の
収
集
や
情
報
提
供

生
に
指
導
し
な
が
ら
、
作
業
を
進
め
て
お

で
し
た
。

を
行
っ
て
い
ま
す
。
下
記
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

り
、
技
術
の
伝
承
が
で
き
て
い
る
な
あ
、

映
像
だ
け
で
は
つ
ま
ら
な
い
の
で
、
ネ

ジ
を
随
時
更
新
し
て
お
り
ま
す
の
で
是
非

と
感
心
し
て
い
る
間
に
作
業
が
終
了
し
ま

ズ
ミ
取
り
を
仕
掛
け
、
ネ
ズ
ミ
も
用
意
。

ご
覧
下
さ
い
。

冬囲い（上級生と下級生が一緒になって）
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